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改善 ほぼ横ばい 悪化前月と比べたDI値の動き
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中国は、改善。サービス業では、イベント等の開催により来県者が増加し、宿泊業を中心に売上・採算が改善
した。鳥取県の旅館の事業者からは、地元の花火大会の開催に伴い県外からの集客が大きく伸び、客室稼働率
の向上につながった、との声が聞かれた。製造業では、酷暑に伴う高機能な夏物衣料の売れ行きが堅調に推移
し、繊維工業を中心に売上・採算が改善した。

四国は、改善。建設業では、猛暑に伴う空調設備の更新需要の拡大などから、設備工事業を中心に売上・採算
が改善した。一般工事業の事業者からは、足もとで受注が増加しており、熱中症対策に万全を期して業務を
行っている、との声が聞かれた。製造業では、業務用エアコンなどの引き合い増加を受けた一般機械器具製造
業を中心に売上・採算が改善した。

九州は、悪化。卸売業では、熊本地震による通行止め等の影響を受け、農畜産水産物卸売業を中心に売上が悪
化した。サービス業では、観光の自粛や外出控えの影響を受け、宿泊業を中心に売上・採算が悪化した。飲食
店の事業者からは、地震による建物の損壊やキャンセルの多発で売上が減少している、との声が聞かれたほか、
相次ぐ余震への懸念や需要回復の遅れに対して不安の声も聞かれた。

2025年 2026年
先行き
見通し

８月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９～11月

全 国 ▲ 18.8 ▲ 20.0 ▲ 21.9 ▲ 24.3 ▲ 22.2 ▲ 21.2 ▲ 20.2 ▲ 20.1

北海道 ▲ 13.0 ▲ 11.4 ▲ 15.3 ▲ 17.4 ▲ 18.9 ▲ 11.5 ▲ 19.5 ▲ 21.6

東 北 ▲ 26.6 ▲ 41.4 ▲ 32.1 ▲ 41.0 ▲ 30.4 ▲ 29.4 ▲ 27.8 ▲ 28.8

北陸信越 ▲ 24.2 ▲ 27.3 ▲ 29.6 ▲ 27.5 ▲ 25.4 ▲ 25.6 ▲ 23.0 ▲ 19.0

関 東 ▲ 16.4 ▲ 13.4 ▲ 15.8 ▲ 17.7 ▲ 22.0 ▲ 19.5 ▲ 15.8 ▲ 14.7

東 海 ▲ 17.0 ▲ 20.6 ▲ 27.0 ▲ 24.1 ▲ 19.3 ▲ 15.9 ▲ 18.2 ▲ 19.5

関 西 ▲ 13.4 ▲ 15.6 ▲ 16.5 ▲ 16.9 ▲ 20.4 ▲ 23.7 ▲ 16.2 ▲ 12.6

中 国 ▲ 18.8 ▲ 15.6 ▲ 17.1 ▲ 22.9 ▲ 21.3 ▲ 22.0 ▲ 20.0 ▲ 23.1

四 国 ▲ 24.2 ▲ 25.4 ▲ 26.8 ▲ 33.1 ▲ 22.0 ▲ 26.4 ▲ 24.0 ▲ 23.1

九 州 ▲ 23.2 ▲ 21.2 ▲ 24.6 ▲ 29.2 ▲ 21.1 ▲ 24.7 ▲ 25.9 ▲ 28.2
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…1.0ポイント以上改善 …1.0ポイント以上悪化※


